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創
立
一
〇
〇
周
年
（
記
念
）
委
員
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
〇
〇
周
年
誌
編
纂
小
委
員
会
」
が
発
足

た
だ
く
手
が
か
り
と
し
て
幅
広
く
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
紙
媒
体
だ
け
で
な

く
、
二
十
一
世
紀
の
中
心
と
な
る
広
報
媒

体
を
活
用
し
、
全
く
新
し
い
発
想
に
よ
る

記
念
誌
を
創
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

膨
大
な
資
料
か
ら
史
料
を
抽
出
、
整
理

し
て
い
く
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
最
善
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
現
で
き

れ
ば
、
業
務
の
効
率
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
史
料
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
公
開
で
き
ま
す
し
、
一
〇
〇

周
年
後
の
学
園
の
発
展
に
つ
い
て
も
加
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
用
途
、
利
便

性
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に

は
、
各
学
部
、
附
属
校
、
中
央
図
書
館
、

総
務
部
、
広
報
部
、
学
生
部
、
管
理
部
、

建
学
史
料
室
な
ど
と
緊
密
に
連
携
・
協
力

し
て
、
各
部
署
で
収
集
・
保
存
さ
れ
て
き

た
史
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、卒
業
生
・

元
教
職
員
を
含
む
学
内
外
の
関
係
者
の

方
々
に
改
め
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
本

学
の
歩
み
を
活
写
す
る
史
資
料
を
幅
広
く

収
集
し
、
編
纂
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
元
の
違
う
独
自
性
を
持
っ
て
、
社
会

に
役
立
つ
大
学
に
な
る
こ
と
を
標
榜
す
る

本
学
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
を
残
せ
る
よ

う
、
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
創
造
的
英
知

を
結
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
学
長
・
建
学
史
料
室
研
究
員

一
○
○
周
年
誌
編
纂
小
委
員
会
委
員
長

増
田　

大
三

　

平
成
三
十
七
（
二
〇
二
五
）
年
の
本
学

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
、
昨
年
四

月
、
創
立
一
〇
〇
周
年
（
記
念
）
委
員
会

が
発
足
し
、
続
い
て
「
募
金
小
委
員
会
」

「
記
念
事
業
小
委
員
会
」「
一
〇
〇
周
年
誌

編
纂
小
委
員
会
」
の
三
小
委
員
会
が
十
月

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
〇
〇
周
年
誌
編
纂
小
委
員
会
の
使
命

は
、
学
内
外
の
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
、
本
学
の
発
展
、
教
育
・
研
究
・

課
外
活
動
等
に
関
す
る
歩
み
に
触
れ
て
い

▼
史
資
料
収
集

　

世
耕
弘
一
先
生
、
政
隆
先
生
、
弘
昭
先
生

ご
生
前
の
関
係
史
資
料
（
出
版
物
、
書
簡
、

写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
、
そ
の
他
何

で
も
結
構
で
す
）
を
、
現
在
も
お
手
元
に
保

管
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
そ
の
関
係
史
資
料

の
ご
寄
贈
又
は
複
製
で
の
ご
提
供
を
賜
り
た

く
、
当
史
料
室
で
は
広
く
皆
様
方
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
史
料
室
へ
ご
一

報
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

不
倒
館
の
開
館
日
・
時
間
は
、
近
畿
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
不
倒
館

−

創
設
者  

世
耕

弘
一
記
念
室
」
の
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

　

近
畿
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
右
下

に
あ
る
「
不
倒
館　

創
設
者
世
耕
弘
一
記
念

室
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

本
誌
や
不
倒
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご
感

想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
本
誌
な
ど
の
編
集
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
や
、
広

報
誌
の
中
で
お
名
前
と
と
も
に
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

建
学
史
料
室
か
ら
の
お
願
い

近畿大学創立 100 周年（記念）委員会

募 金 小 委 員 会

記 念 事 業 小 委 員 会

100周年誌編纂小委員会
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近
畿
大
学
を
め
ぐ
る
史
資
料　

７

　

日
本
私
立
大
学
協
会
・

　
　

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
共
編

　
『
全
国
私
立
大
学
・
短
期
大
学

  　

−
入
学
案
内−

 

昭
和
27
年
度
版
』

短
期
大
学
部
教
授

建
学
史
料
室
研
究
員　

井
田　

泰
人

入
手
の
経
緯
と
そ
の
内
容

　

今
回
、
日
本
私
立
大
学
協
会
・
日
本
私

立
短
期
大
学
協
会
共
編『
全
国
私
立
大
学
・

短
期
大
学 

−

入
学
案
内

− 

昭
和
27
年
度

版
』（
日
本
私
立
大
学
協
会
・
一
九
五
二

年
・
二
三
九
頁
・
Ｂ
６
判
）
を
紹
介
す

る
。
資
料
の
入
手
に
つ
い
て
少
し
言
及
し

て
お
こ
う
。
元
々
、
こ
の
文
献
は
大
阪
商

工
会
議
所
の
所
蔵
図
書
で
あ
っ
た
。
商
工

会
議
所
は
少
し
前
に
書
架
の
整
理
を
決
め

て
お
り
、
所
蔵
図
書
を
廃
棄
す
る
こ
と
に

し
た
。「
研
究
・
執
筆
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
」
と
い
う
の
が
同
所
の
姿
勢
で
あ
っ

た
。
筆
者
は
「
図
書
の
保
存
は
重
要
。
廃

棄
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
頂
こ
う
」
と
考

え
て
お
り
、「
寄
贈
」
し
て
頂
い
た
の
で

あ
る
。

　

同
所
の
所
蔵
図
書
の
多
く
は
経
済
・
産

業
・
商
業
・
経
営
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
部
、
こ
れ
ら
の
範
疇
に
入
ら
な
い
図
書

も
あ
り
、
同
書
は
「
教
育
」
に
分
類
さ
れ

る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
内
容
は
簡
単
に

言
え
ば
、
受
験
生
向
け
の
「
大
学
紹
介
」

で
あ
る
。
同
書
を
頂
い
た
理
由
は
、
昭
和

二
十
七
年
と
い
う
時
期
に
魅
力
を
感
じ
た

か
ら
で
あ
る
。
戦
後
の
教
育
基
本
法
、
学

校
教
育
法
が
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

年
に
制
定
さ
れ
、
そ
の
五
年
後
に
発
行
さ

れ
た
文
献
で
あ
り
、
今
か
ら
六
十
五
年
前

の
様
子
を
知
れ
る
。
日
本
は
復
興
の
過
程

に
あ
り
、
ま
だ
高
度
経
済
成
長
に
至
っ
て

い
な
い
時
期
に
あ
っ
た
。
当
時
の
私
立
大

学
・
短
期
大
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
い
に
関

心
を
引
き
起
こ
す
。

　

同
書
で
は
所
在
地
、
建
学
の
精
神
、
沿

革
、
学
長
・
理
事
長
、
開
設
学
部
、
募
集

学
年
・
人
員
、
受
験
料
・
入
学
金
・
授
業
料
、

入
学
資
格
、
特
典
、
寮
、
学
友
会
な
ど
の

項
目
に
沿
っ
て
全
国
の
私
立
大
学
・
短
期

大
学
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

近
畿
大
学
の
紹
介

　

近
畿
大
学
に
つ
い
て
は
「
大
学
の
部
」

の
四
二

−

四
三
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
建
学
の
精
神
」
の
項
で
は
「
気
魂
を
み

が
き
、
智
徳
を
修
得
せ
し
め
而
し
て
各
々

具
わ
れ
る
個
性
の
特
長
を
育
成
せ
し
む
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
首
脳
陣
は
、

総
長
・
世
耕
弘
一
、
法
学
部
長
・
末
包
留

三
郎
、
商
学
部
長
・
池
田
実
、
理
工
学
部

長
・
平
尾
子
之
吉
、
短
期
大
学
部
長
・
太

田
亮
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
経
済
、
農
、
水
産
各
学
部
の

増
設
計
画
中
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、「
化

学
研
究
科
」、「
商
学
研
究
科
」
の
「
大
学

院
」
の
設
置
申
請
中
の
記
述
も
み
ら
れ

る
。
着
々
と
拡
大
し
て
い
く
様
子
が
窺

え
る
。
さ
ら
に
、「
高
等
学
校
、
中
学
校
、

幼
稚
園
を
擁
し
、
綜
合
大
学
と
し
て
教
育

の
一
貫
性
を
期
し
て
い
る
」
と
も
記
し
、

今
日
で
言
う
「
総
合
化
」、「
中
高
一
貫
」、

「
高
大
連
携
」へ
の
方
向
性
が
確
認
で
き
る
。

　
「
特
別
講
座
」
の
項
目
に
は
、
次
の
四

つ
を
挙
げ
て
い
る
。
①
教
職
課
程
を
置
き

教
員
免
許
状
を
下
附
す
る
。
②
医
学
部
、

歯
学
部
進
学
課
程
を
設
け
て
い
る
。
③
仏

教
講
座
を
設
け
学
生
は
固
よ
り
一
般
に
公

開
し
て
い
る
。
④
其
他
自
動
車
操
縦
技
術

講
習
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
講
習
、
速
記
講

習
等
を
設
け
新
時
代
の
要
求
に
応
え
て
い

る
。

　
「
資
格
取
得
・
実
践
的
技
能
修
得
の
支

援
」、「
多
彩
な
進
路
」、「
門
戸
開
放
」
が

確
認
で
き
、
魅
力
的
な
教
育
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
他
、「
附
属
機
関
及
び
施
設
」
で

は
、
当
時
の
本
学
に
は
、
世
界
経
済
研
究

所
、
生
産
科
学
研
究
所
お
よ
び
東
京
食
品

工
場
、
臨
海
研
究
所
お
よ
び
養
魚
場
、
映

画
教
室
、
診
療
所
、
出
版
印
刷
部
が
設
置

さ
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。

短
期
大
学
部
の
紹
介

　
「
短
期
大
学
の
部
」
に
移
る
と
、
一
八
八

頁
に
本
学
短
期
大
学
部
の
記
述
が
み
ら
れ

る
。「
建
学
の
精
神
」
の
項
に
は
、「
学
問

は
学
問
の
為
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
必

ず
現
実
の
裏
づ
け
が
あ
り
、
学
理
と
実
際

と
は
形
影
の
相
伴
う
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
こ
の
信
念
か
ら
本
学
は
実
際
社
会

に
役
立
つ
高
い
教
養
と
知
識
を
も
つ
実
際

教
育
の
徹
底
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い

る
」
と
あ
り
、
現
在
の
「
実
学
教
育
」
を

意
味
す
る
内
容
を
掲
げ
て
い
た
。
先
の
四

年
制
大
学
の
記
述
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

当
時
は
四
年
制
と
短
大
と
で
共
通
の
も
の

が
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

他
に
「
実
学
教
育
」
を
示
す
こ
と
と
し

て
「
教
授
も
学
究
と
し
て
又
実
際
家
と
し

て
の
各
界
の
権
威
多
数
を
選
任
教
授
と
し

て
有
し
こ
れ
が
実
現
を
期
し
て
い
る
」
と

あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
に
お
い
て
も
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
卒
業
者
は

近
畿
大
学
編
入
の
途
」が
あ
り
と
い
う「
利

点
」
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今

日
、
本
学
短
期
大
学
部
の
多
く
の
学
生
が

経
営
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
四
年
制
大
学

へ
の
編
入
学
を
主
要
進
路
と
し
て
い
る

が
、
六
十
五
年
前
か
ら
、
そ
の
基
本
路
線

が
敷
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

先
の
「
特
別
講
座
」
は
四
年
制
学
部
と

ほ
ぼ
同
様
の
も
の
が
受
講
で
き
た
。「
短

大
で
あ
り
な
が
ら
、
四
年
制
大
学
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
「
総
合
大

学
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
十
分
に
供
与
で
き
て

お
り
、
こ
の
点
は
今
日
の
様
子
と
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、
同
書
か
ら
六
十
五
年
前
の
近
畿

大
学
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
戦
後
、
教
育
制
度
の
改
革
が
進
め
ら

れ
る
中
、い
ち
早
く
「
総
合
化
」
を
目
指
し
、

今
日
の
建
学
の
精
神
の
一
つ
で
あ
る
「
実

学
教
育
」
を
実
践
し
て
き
た
。
当
時
の
世

耕
弘
一
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
首
脳
陣
の

先
見
の
明
に
驚
か
さ
れ
る
。

70年前の近畿大学について知る
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は
じ
め
に

　

世
耕
弘
一
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
九
十
周

年
を
記
念
し
て
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二

日
か
ら
同
月
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
史
料

展
示
会
で
は
、
同
年
夏
季
休
暇
直
前
頃
迄

に
採
取
出
来
た
主
な
史
料
を
、
詳
細
な

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
て
、
悉
く
展
示
し

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
貴

重
な
一
次
史
料
等
を
発
見
し
て
お
り
、
今

回
は
、
そ
う
し
た
史
料
の
中
で
特
筆
す
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
分
析
未
終
了
等
の

理
由
で
未
だ
本
広
報
誌
に
掲
載
出
来
な

か
っ
た
、
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
に
関
す
る

史
料
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
想
う
。

　

そ
れ
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
出
途
直
前
の
大
正

十
二
年
八
月
八
日
に
催
さ
れ
た「

別
宴
」

に
関
す
る
史
料

先
生
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
さ
れ
た

年
、
即
ち
昭
和
二
年
に
上
梓
さ
れ
た
御
著

書
『D

eutsche S
prach= und S

tilllehre

　

獨
逸
語
並
に
文
體
論
』
の
近
畿
大
学
中

央
図
書
館
所
蔵
本

１

　

世
耕
弘
一
先
生
の
「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶

い
出
」
に
依
れ
ば
、
恩
師
の
山
岡
萬
之
助

先
生
か
ら「
大
正
十
二
年
四
月
末
」に「
ド

イ
ツ
留
学
の
内
命
を
う
け
た
」１
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
結
果
、
留
学
へ
出
発
す
る
迄

に
次
の
二
つ
を
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
同

年
就
職
さ
れ
て
い
た
朝
日
新
聞
社
と
の
関

係
の
調
整
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
旅
券
の

取
得
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
点
に
つ
い
て
の

史
料
は
平
成
二
十
五
年
の
史
料
展
示
会
で

展
示
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を

簡
単
に
明
示
す
る
に
止
め
た
い
。

　

前
者
は
朝
日
新
聞
本
社
『
自
大
正
十
一

年
至
大
正
十
五
年　

社
員
異
動
簿　
（
大

阪　

東
京
）』２
所
収
の
「
世
耕
弘
一
」
の

欄
で
あ
る
。
即
ち
、
大
阪
・
東
京
朝
日
新

聞
本
社
の
大
正
十
一
年
か
ら
大
正
十
五
年

ま
で
の
人
事
異
動
に
関
す
る
記
録
の
大
正

十
二
年
の
部
分
に
、
世
耕
弘
一
先
生
に
関

す
る
次
の
よ
う
な
内
容
の
史
料
が
収
録
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
發
令
月
日
」
に

は
「
大
阪
朝
日
新
聞
社
総
務
局
文
書
課　

12.7.11

」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
お
り
、

「
給
与
」
は
「
報
酬
無
シ
」、「
氏
名
」
は
「
世

耕
弘
一
」、「
辭
令
」
は
「
在
歐
中
通
信
ヲ

嘱
託
ス
」、「
所
属
」
は
「
私
立
日
本
大
学

独
乙
留
学
生
」、「
職
名
」
は
空
白
、「
通
知
」

は
「
／
」
と
な
っ
て
お
り
、「
備
考
」
に

は
二
人
の
署
名
が
あ
る
。
従
っ
て
、
出
身

大
学
の
ド
イ
ツ
留
学
生
と
し
て
の
世
耕
弘

一
先
生
が
、
大
正
十
二
年
七
月
十
一
日
に

朝
日
新
聞
社
か
ら
報
酬
な
し
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
記
事
を
送
る
の
を
委
託

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

後
者
の
旅
券
取
得
の
為
に
は
、
当
然
旅

券
申
請
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
当
時
、
旅

券
申
請
の
際
に
は
外
国
旅
券
下
付
願
、
戸

籍
抄
本
、
本
人
の
上
半
身
の
写
真
二
葉
を

道
府
県
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
旅
券
手
数
料
は
移
民
の
場
合
は
五

円
、
移
民
で
な
い
場
合
は
十
円
と
な
っ
て

い
た
３
。
故
に
、
世
耕
弘
一
先
生
は
、
外

国
旅
券
下
付
願
、
戸
籍
抄
本
、
上
半
身
の

写
真
二
葉
、
旅
券
手
数
料
十
円
を
当
時
の

東
京
府
に
提
出
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

外
務
省
は
申
請
に
従
っ
て
旅
券
を
交
付
し
、

そ
の
結
果
を
「
海
外
旅
券
下
付
表
」
な
る

一
覧
表
に
纏
め
て
い
る
。
そ
の
「
二
一
八

巻　

大
正
自
十
二
年
七
月
至
九
月
」
４
の

「
東
京
府
」
の
部
分
の
十
九
枚
目
裏
に
先

生
の
項
目
が
あ
る
。「
旅
券
番
號
」
は
「
五

四
九
八
三
一
」、「
氏
名
」
は
「
世
耕
弘
一
」、

「
身
分
」（
こ
こ
で
言
う
「
身
分
」
と
は
、

戸
主
と
の
続
柄
の
こ
と
で
あ
る
）
は
「
戸

主
」
の
「
弟
」、「
本
籍
地
」
は
御
出
身

地
、「
年
齢
」
は
「
卅
年
六
月
」、「
保
証
人
」

は
こ
の
時
代
は
不
要
で
空
欄
、「
旅
行
地

名
」
は
「
香
港
、
新
嘉
坡
、
馬
按
加
、
彼

南
、
古
倫
母
、
蘇
土
、
坡
西
土
、
佛
、
瑞
、

獨
」、「
旅
行
目
的
」
は
「
學
術
研
究
」、「
下

付
月
日
」は「
八
月
三
日
」と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
大
正
十
二
年
七
月
か
ら
八

月
初
頭
に
か
け
て
、
右
記
の
二
点
の
こ
と

を
処
理
さ
れ
て
、
世
耕
弘
一
先
生
の
ド
イ

ツ
留
学
の
準
備
は
万
端
整
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
八
月
初
旬

に
、
恩
師
の
山
岡
萬
之
助
先
生
が
中
心
に

な
っ
て
、「

別
宴
」
を
催
し
た
の
で
あ
っ

た
。
大
正
十
二
年
八
月
十
三
日
付
『
日
大

新
聞　

第
三
十
三
號
』に
掲
載
さ
れ
た「
ベ

ル
リ
ン
の
秋
風
に
赤
毛
布
を
翻
す
べ
く
留

學
生
數
名
袂
を
揃
へ
て
ド
イ
ツ
へ　

盛
ん

な
る
有
志
の

別
宴
」
と
い
う
長
い
見
出

し
の
記
事
５
に
、
同
年
八
月
八
日
に
西
洋

料
理
店
の
「
富
士
見
軒
」（
東
京
市
麹
町

区
富
士
見
町
一
ノ
二
十
九
）６
で
催
さ
れ
た

「

別
宴
」
に
於
け
る
世
耕
弘
一
先
生
の

言
動
が
、
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
を

発
見
し
た
。
そ
こ
か
ら
先
生
の
ド
イ
ツ
留

学
へ
の
意
気
込
み
も
知
ら
れ
、
洵
に
貴
重

で
あ
る
。
そ
れ
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り

で
あ
る
。
但
し
、
振
り
仮
名
は
、
便
宜
上
、

省
い
た
。
又
、
こ
の
記
事
に
は
「
留
學
生

諸
君

別
の
つ
ど
ひ
」
と
題
す
る
集
合
写

真
も
併
せ
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
撮
影
の
日

時
・
場
所
が
明
確
で
あ
る
が
、
如
何
せ
ん
、

非
常
に
不
鮮
明
な
こ
と
も
あ
り
、
省
い

た
。
恐
ら
く
、
こ
の
集
合
写
真
の
前
列
の

向
か
っ
て
右
か
ら
三
人
目
の
モ
ー
ニ
ン
グ

姿
と
判
断
さ
れ
る
人
士
が
、
世
耕
弘
一
先

生
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。

　

午
後
六
時
開
宴
な
ど
と
云
つ
て
も
、
時

　

間
を
蹂
躙
し
て
平
気
な
連
中
、
な
か
な

　

か
落
ち
つ
い
た
も
の
電
燈
が
か
ゞ
や
き

　

涼
風
來
り
宴
を
開
く
前
に
記
念
撮
影
を

　

と
一
同
カ
メ
ラ
の
前
に
集
ま
る
。
け
ふ

　

ら
る
ゝ
側
の
一
人
‥
‥
然
も
そ
の
花

　

形
た
る
世
耕
君
來
ら
ず
。
み
ん
な
で
噂

　

を
し
て
ゐ
る
所
へ
モ
ー
ニ
ン
グ
に
威
容

　

を
正
し
た
同
君
流
る
ゝ
汗
を
拭
い
も
あ

　

え
ず
馳
せ
つ
け
て
、
洋
行
帰
り
か
と
思

　

は
る
ゝ
や
う
な
様
を
寫
眞
に
収
め
る

　

八
月
八
日
の
夜
を
、
九
段
富
士
見
軒
に

　

我
が
大
學
留
學
生
小
林
錡
氏
（
獨
逸
法

　

律
學
）
世
耕
弘
一
氏
（
獨
英
政
治
經
濟

世
耕
弘
一
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
に
関
す
る
史
料
か
ら

　

近
畿
大
学
名
誉
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

荒
木　

康
彦



平 成 29 年 3 月 （4）
　

ツ
と
い
う
国
と
ド
イ
ツ
語
を
し
っ
か
り
覚

え
て
ゆ
け
ば
、
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
何
年

経
っ
て
も
ド
イ
ツ
の
本
が
読
め
る
だ
ろ

う
。」８
と
い
う
ド
イ
ツ
「
留
学
の
秘
訣
」

を
授
か
り
、
留
学
中
は
忠
実
に
そ
れ
を
実

行
し
て
、「
主
と
し
て
本
を
読
む
こ
と
を

中
心
に
し
て
」９
勉
強
し
た
、と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
留
学
中
は
「
語
學
を
大

に
や
る
つ
も
り
」
と
の
方
針
を
心
中
深
く

抱
懐
さ
れ
て
い
た
世
耕
弘
一
先
生
に

と
っ
て
、
同
教
授
の
こ
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス

は
、
我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
想
い
で

あ
っ
た
ろ
う
。
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
戻
ら
れ

た
年
に
御
著
書
『D

eutsche S
prach = und 

S
tilllehre　

獨
逸
語
並
に
文
體
論
』
が
上

梓
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
充
分
に
所

期
の
目
的
が
果
た
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
尚
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
後
段

で
改
め
て
触
れ
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
⑵
は
世
耕
弘
一
先
生
の
ド
イ

ツ
留
学
に
直
接
関
係
な
い
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
非
常
に
興
味
深
い

史
料
を
見
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
六
巻
第
六
号

（
大
正
八
年
刊
）
を
閲
覧
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
そ
の
巻
末
部
分
で
世
耕
弘
一
先
生
の

御
名
前
に
遭
遇
し
た
。
日
本
大
学
で
大
正

八
年
五
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
春
季

雄
辯
大
會
」
で
の
演
題
及
び
弁
士
の
一
覧

に
「
所
感　
　

世
耕
弘
一
」
と
い
う
形
で

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
恰
も
「
匍

匐
前
進
」
す
る
が
如
く
、
徐
に
同
誌
の
閲

覧
出
来
た
他
の
巻
も
精
査
し
た
。
そ
の
よ

う
な
調
査
の
結
果
、
雄
弁
会
で
の
先
生
の

足
跡
を
か
な
り
克
明
に
辿
る
こ
と
が
出
来

　
　
（
前
略
）
私
は
第
一
次
歐
洲
大
戦
直

　

後
ド
イ
ツ
に
行
き
、
僅
か
二
十
四
、五

　

億
圓
の
金
銀
其
他
を
供
出
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク
と
い
う
新
札

が
發
行
さ
れ
、
あ
の
恐
ろ
し
い
天
文
學

的
數
字
と
稱
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
大
イ
ン

フ
レ
が
一
夜
の
う
ち
に
片
づ
い
て
し
ま

つ
た
こ
と
は
目
の
前
で
體
驗
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
　

も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
隱
退
蔵
さ
れ
た

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
よ
り
、
金
銀
塊
に
よ

り
、
そ
う
い
う
よ
う
な
手
を
打
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
日
本
の
た
め
に
ど
れ
だ
け

幸
福
だ
か
わ
か
ら
な
い
。
隱
退
蔵
物
資

の
處
理
が
イ
ン
フ
レ
克
服
に
ど
れ
ほ
ど

深
い
關
係
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
を
、

皆
さ
ん
は
深
く
認
識
し
て
貰
い
た
い
。

（
後
略
）

　
「
經
濟
學
」
を
「
つ
け
た
り
に
や
る
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
の
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
と

ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る
そ
の
対
策
を
先
生
は

仔
細
に
研
究
さ
れ
た
と
見
做
す
べ
き
な
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、「
語
學
を
大
に
や
る
つ
も
り
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
刮
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
言
う
の
は
、
世

耕
弘
一
先
生
の「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」

に
依
る
と
、「
プ
リ
ル
ー
」（Em

il Prill 
1867-1940

）
と
い
う
教
授
の
自
宅
を
頻

繁
に
訪
問
し
て
、
同
教
授
か
ら
の
教
え
か

ら
多
く
を
学
び
、「
ド
イ
ツ
を
よ
く
見
て

ゆ
く
こ
と
と
、
ド
イ
ツ
語
を
し
っ
か
り

や
っ
て
お
く
こ
と
が
一
番
大
切
だ
。
ド
イ

　

學
）
井
口
正
一
氏
（
獨
逸
保
險
信
託
）

　

柏
木
吉
太
郎
氏
（
米
國
經
濟
學
商
學
）

　

清
水
一
夫
氏
（
歐
米
視
察
）
の
諸
君
の

　

行
を
盛
ん
に
す
べ
く
、
有
志
が
集
ま
つ

　

た
の
で
あ
る
‥
‥
（
後
略
）

　

写
真
撮
影
の
後
に
、
山
岡
萬
之
助
先
生

が
挨
拶
を
為
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

の
こ
と
は
、「
ピ
ア
ノ
と
ダ
ン
ス
と
語
學

を
専
攻
し
て
序
に
經
濟
學
を
も　

三
人
前

主
義
の
世
耕
君
」
と
い
う
小
見
出
し
が
付

け
ら
れ
た
記
事
で
、
次
の
よ
う
に
活
写
さ

れ
て
い
る
（
●
は
印
刷
が
完
全
に
潰
れ
て

い
て
残
念
な
が
ら
判
読
不
可
能
の
部
分
で

あ
り
、
〇
は
脱
字
部
分
で
あ
る
）
。

　

山
岡
理
事
の
後
を
う
け
て

ら
れ
る
方

　

の
側
の
學
監
小
林
錡
氏
起
ち
て
謝
辭
を

　

べ
、
榊
原
氏
の
所
謂
玄
關
の
み
に
止

　

ま
ら
ず
台
所
の
隅
々
に
至
る
ま
で
徹
底

　

的
〇
研
究
し
て
來
る
つ
も
り
で
あ
る
と

　

頗
る
真
面
目
な
も
の
。
リ
ユ
ウ
と
し
た

　

●
装
に
見
ち
が
え
る
ば
か
り
の
世
耕
君

　

●
顧
み
る
に
わ
が
帝
國
は
維
新
以
來
‥

　

‥
」
と
大
き
く
出
て
、 

私 

は
あ
ち
ら

　

へ
行
つ
た
ら
ピ
ア
ノ
と
ダ
ン
ス
と
そ
れ

　

か
ら
語
學
を
大
に
や
る
つ
も
り
で
す
。

　

經
濟
學
は
そ
の
つ
け
た
り
に
や
る
と
か

　

で
、
一
體 

私 

は
學
生
時
代
か
ら
三
人

　

前
の
仕
事
を
や
る
主
義
で
あ
つ
た
が
、

　

今
度
も
本
學
の
留
學
生
と
、
朝
日
新
聞

　

及
び
文
部
省
の
兩
方
に
關
係
し
て
ゐ
る

　

の
で
や
は
り
三
人
前
を
や
つ
て
の
け
る

　

 

私 

の
通
信
が
朝
日
に
出
た
の
を
御
覧

　

下
さ
ら
ば
幸
に
世
耕
や
つ
て
ゐ
る
な
と

　

思
つ
て
頂
き
た
い
と
拍
手
を
浴
び
る
。

　
（
後
略
）

　

世
耕
弘
一
先
生
は
巧
み
に
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
、
留
学
に
向
け
て
の
抱
負
等
を

語
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
纏
め
る

と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
「
ピ
ア
ノ
と
ダ
ン
ス
と
そ
れ
か
ら
語
學

を
大
に
や
る
つ
も
り
」
で
「
經
濟
學
は
そ

の
つ
け
た
り
に
や
る
」
こ
と
。

⑵
「
學
生
時
代
か
ら
三
人
前
の
仕
事
を
や

る
主
義
で
あ
つ
た
」
こ
と
。

⑶
「
本
學
の
留
學
生
と
、
朝
日
新
聞
及
び

文
部
省
の
兩
方
に
關
係
し
て
ゐ
る
の
で
や

は
り
三
人
前
を
や
つ
て
の
け
る
」
こ
と
。

⑷
「
通
信
」
を
朝
日
新
聞
に
寄
稿
す
る
つ

も
り
で
あ
る
こ
と
。

　

先
ず
、
⑴
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
經

濟
學
」
を
「
つ
け
た
り
に
や
る
」、
つ
ま

り
単
に
学
術
研
究
を
や
る
だ
け
で
は
な
く

て
、「
ピ
ア
ノ
と
ダ
ン
ス
」、
つ
ま
り
芸
術
・

文
化
や
社
会
に
も
広
く
目
を
向
け
る
と
い

う
比
喩
と
解
釈
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
世

耕
弘
一
先
生
が
「
經
濟
學
」
を
「
つ
け
た

り
に
や
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
に
隠
退
蔵

物
資
等
処
理
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
、

隠
退
蔵
物
資
摘
発
を
精
力
的
に
実
施
し
た

経
験
を
踏
ま
え
て
発
表
さ
れ
た
論
説
「
隱

退
蔵
物
資
摘
發
の
眞
相
」
で
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
パ
ー
・
イ

ン
フ
レ
と
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る
そ
の
対
策

を
留
学
中
に
考
察
し
た
こ
と
に
立
脚
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
イ
ン

フ
レ
を
克
服
せ
ん
と
し
た
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
経

済
考
察
の
一
端
を
披
歴
し
て
お
ら
れ
る
７
。
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た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
断
片
的
で
多
数

あ
る
の
で
、
期
日
・
場
所
・
演
題
と
い
う

形
で
羅
列
す
る
と　

世
耕
弘
一
先
生
の
雄

弁
会
に
於
け
る
御
活
動
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
（
演
題
以
外
は
現
用
漢
字
で
表

記
）
。

大
正
八
年
五
月
十
八
日
・
日
本
大
学
春
季

雄
弁
大
会
・「
所
感
」⓾

大
正
八
年
十
月
五
日
・
日
本
大
学
秋
季
予

科
学
友
会
・「
不
良
老
年
處
分
を
諭
す
」⓫

大
正
九
年
九
月
二
十
三
日
・
日
本
大
学
雄

弁
会
秋
季
大
会
・「
日
米
問
題
ノ
現
在
ト

將
來
」⓬

大
正
九
年
十
月
十
日
・
全
国
各
大
学
連
合

雄
弁
大
会
・
幹
事
と
し
て
「
開
會
の
辭
」⓭

大
正
九
年
十
一
月
十
四
日
・
各
大
学
専
門

学
校
連
合
雄
弁
大
会
・「
大
和
民
族
を
率

ひ
て
」⓮

大
正
十
年
二
月
五
日
・
各
大
学
専
門
校
主

催
学
生
連
合
雄
弁
大
会
・「
偶
感
」⓯

大
正
十
年
二
月
十
三
日
・
日
本
大
学
雄
弁

会
春
季
雄
弁
例
会
・「
動
物
と
人
間
」⓰

大
正
十
年
五
月
一
日
・
日
本
大
学
雄
弁
会

春
季
雄
弁
大
会
・「
人
」⓱

大
正
十
年
十
一
月
二
十
日
・
全
国
各
大
学

専
門
学
校
学
生
連
合
大
演
説
会
・「
創
造

の
進
化
」⓲

　

以
上
か
ら
、
世
耕
弘
一
先
生
は
雄
弁
会

で
は
学
内
だ
け
で
は
な
く
て
、
学
外
で
も

全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
だ
っ
た

こ
と
が
、
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
、

前
掲
の
「

別
宴
」
で
先
生
が
自
ら
学
生

時
代
を
振
り
返
っ
て
「
學
生
時
代
か
ら
三

人
前
の
仕
事
を
や
る
主
義
で
あ
つ
た
」
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
学
業
・
雄
弁
会
等

の
ク
ラ
ブ
活
動
・
勤
労
の
鼎
立
を
保
っ

て
、
充
実
し
た
「
學
生
時
代
」
を
過
ご
し

得
た
と
の
確
信
が
語
ら
れ
て
い
る
の
も
分

か
る
。

　

更
に
、
⑶
に
つ
い
て
は
、
世
耕
弘
一
先

生
が
出
身
大
学
か
ら
の
派
遣
留
学
生
で
あ

り
、
ま
た
朝
日
新
聞
社
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

滞
在
中
に
記
事
を
送
る
の
を
委
託
さ
れ
た

こ
と
は
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、「
文

部
省
」
に
「
関
係
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
意

味
は
未
だ
十
分
に
は
解
明
出
来
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
史
料
を
見
出
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
昭
和
七
年
発
行
の
『
政

友
會
總
覧
』
収
録
「
政
友
會
代
議
士
名
鑑
」

の
世
耕
弘
一
先
生
の
欄
⓳
に
、
ド
イ
ツ
留

学
と
並
ん
で
「
文
部
省
ヨ
リ
歐
州
各
國
宗

教
制
度
調
査
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル
」

と
の
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ

る
。
今
後
、
文
部
省
関
係
の

一
次
史
料
を
調
査
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
⑷
に
つ
い
て

は
、
先
に
掲
げ
た
朝
日
新
聞

本
社
『
自
大
正
十
一
年
至
大

正
十
五
年　

社
員
異
動
簿　

（
大
阪　

東
京
）』
の
世
耕
弘

一
先
生
の
項
目
に
あ
る
「
辭

令
」
欄
に
「
在
歐
中
通
信
ヲ

嘱
託
ス
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
呼
応
す
る
の
は
、

言
う
を
俟
た
な
い
。
先
生
の

ド
イ
ツ
留
学
の
期
間
に
相
当

す
る
時
期
の
朝
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
関

す
る
記
事
を
悉
に
点
検
し
て

い
る
が
、
先
生
の
記
名
入
り

「
通
信
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
出
来
て

お
ら
ず
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

２

　

本
稿
冒
頭
部
で
述
べ
た
如
く
、
平
成

二
十
五
年
夏
季
休
暇
直
前
頃
迄
に
史
料
展

示
会
に
展
示
す
る
主
た
る
史
料
の
選
定
を

完
了
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で

『D
eutsche S

prach = und S
tilllehre　

獨
逸
語
並
に
文
體
論
』
の
所
在
が
確
認
出

来
て
い
た
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
北

海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
、
日
本
大
学
総

合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
三
館
の
み
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
点
迄
手
段
を
尽
く
し
て

本
書
の
入
手
の
努
力
を
し
た
が
、
徒
労
で

あ
っ
た
。
当
然
、
本
書
は
こ
の
史
料
展
示

会
で
は
展
示
出
来
ず
、
残
念
な
想
い
を
し

た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
そ
の
後
、
本

書
（
写
真
①
参
照
）
が
本
学
中
央
図
書
館

の
書
架
に
鎮
座
し
て
い
る
の
を
見
出
し

て
、
一
驚
を
喫
し
、
且
つ
重
要
な
本
書
の

名
誉
あ
る
発
見
者
と
な
り
得
た
こ
と
に
歓

喜
し
た
。
同
時
に
非
常
に
不
思
議
に
想

い
、
本
書
を
書
架
か
ら
取
り
出
し
て
開
い

た
と
こ
ろ
、「
表お

も
て
び
ょ
う
し

表
紙
」
の
「
見
返
し
」
に

あ
る
「
受
入
印
」
に
「2013 9. 24

」（
写

真
②
参
照
）
と
あ
る
の
を
見
出
し
て
、
そ

の
疑
問
は
氷
解
し
た
。
史
料
展
示
会
の
主

た
る
展
示
史
料
を
選
定
し
た
平
成
二
十
五

年
夏
季
休
暇
直
前
か
ら
少
し
後
の
受
入

だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
表お

も
て
び
ょ
う
し

表
紙
」
の
「
遊

び
紙
」
に
は
「
不
明
氏
寄
贈
」（
写
真
②

写
真
②
同
書
の
「
表お
も
て
び
ょ
う
し

表
紙
」の「
見
返
し
」
と
「
遊
び
紙
」

写
真
①
『D

eutsche S
prach = und S

tilllehre　

獨
逸
語
並
に
文
體
論
』
の
「
表
紙
」
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参
照
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
学

中
央
図
書
館
へ
の
寄
贈
者
、
寄
贈
年
月
日

や
寄
贈
の
経
緯
等
は
不
明
と
い
う
の
で
、

同
年
九
月
二
十
四
日
に
な
っ
て
、
は
じ
め

て
受
入
処
理
が
な
さ
れ
た
の
が
分
か
る
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

既
に
調
査
済
の
右
記
の
三
館
所
蔵
の
本

書
に
比
べ
て
も
、
本
学
中
央
図
書
館
所
蔵

本
の
状
態
は
遜
色
な
い
様
で
あ
る
。
本
書

は
暗
赤
色
の
ク
ロ
ス
表
紙
で
、
サ
イ
ズ
は

縦
約
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
横
約
九
・
五
セ
ン

チ
で
、
全
三
一
一
頁
で
あ
る
。「
背
表
紙
」

及
び
「
表お

も
て
び
ょ
う
し

表
紙
」
に
は
ド
イ
ツ
文
字
の
活

字
（Frakturschrift

）
で
著
者
名
と
書

名
（
現
行
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
す
る

と
、Sekoh  D

eutsche Sprach = und
 Stilllehre

）（
写
真
①
参
照
）が
印
字
さ
れ

て
い
る
。「
扉
」（
写
真
③
参
照
）
に
は
ド

イ
ツ
語
書
名
と
日
本
語
書
名
「D

eutsche 
S

prach = und S
tilllehre　

獨
逸
語
並

に
文
體
論
」、
著
者
の
肩
書
「
日
本
大
學

講
師
」、
著
者
名
「
世
耕
弘
一
」、
発
行
社

名
「
株
式
會
社　

寶
文
館
」
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
。「
奥
付
」（
写
真
④
参
照
）
に
は

「
昭
和
二
年
十
二
月
五
日
印
刷
」、「
昭
和

二
年
十
二
月
十
日
發
行
」、「
獨
逸
語
並
に

文
體
論
」、「
定
價
一
圓
八
十
銭
」
等
と
あ

り
、
や
や
不
鮮
明
な
が
ら
「
世
耕
」
の
検

印
が
認
め
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
文
字
の
活
字

及
び
日
本
語
の
活
字
併
用
の
索
引
は
十
五

頁
に
も
及
ぶ
詳
細
な
も
の
で
、
そ
れ
に
依

れ
ば
、
前
半
部
分
は
「
語
學
」、
後
半
部

分
は
「
文
體
論
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
書

の
書
名
は
こ
の
構
成
か
ら
由
来
す
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

世
耕
弘
一
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
に
関
す

る
史
料
と
し
て
の
本
書
で
最
も
注
目
す
べ

き
は
、そ
の
「
は
し
が
き
」（
写
真
⑤
参
照
）

で
あ
り
、
本
書
の
脱
稿
時
や
場
所
、
謝
辞

な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
生
の
ド
イ
ツ

留
学
の
稀
少
な
史
料
と
も
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　
「
は
し
が
き
」
の
謝
辞
に
記
さ
れ
て
い

る
人
物
中
の
「
ヘ
ヤ
ー
．
ボ
ー
ド
ー
．
ウ

イ
ル
ケ
」
即
ち
ボ
ー
ド
ー
・
ウ
イ
ル
ケ
氏

と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
如
何
な
る
男
性

街
の
假
の
宿
」
と
は
、
既
に
言
及
し
た
如

く
、「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」
で
触
れ

ら
れ
て
い
る
、
ベ
ル
リ
ン
市
ヒ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
（H

indenburg

）
街
に
あ
っ
た
下

宿
先
の
「
ウ
イ
ル
デ
」
家
で
あ
る
。
ま
た

「
千
九
百
二
十
七
年
の
春
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
春
」
は
、

立
春
（
二
月
四
日
）
か
ら
立
夏
（
五
月
六

日
）
ま
で
の
期
間
を
意
味
し
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
。「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」

に
於
い
て
「
日
本
に
帰
っ
た
の
は
昭
和
二

年
二
月
、
行
く
と
き
は
船
で
あ
っ
た
が
、

帰
り
は
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
で
ロ
シ
ヤ
を

通
っ
て
帰
っ
て
き
た
。」㉒
と
陳
述
さ
れ
て

い
る
。
画
家
の
八
木
熊
次
郎
（
一
八
八
六

−

一
九
六
九
）
の
日
記
に
依
る
と
、
八
木

は
昭
和
二
年
二
月
十
七
日
に
ベ
ル
リ
ン
を

出
発
し
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
て
日

本
に
向
い
、
三
月
三
日
に
下
関
に
帰
着
し

て
い
る
㉓
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
シ
ベ

リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
た
場
合
、
ベ
ル
リ
ン

か
ら
日
本
ま
で
十
五
日
ほ
ど
か
か
っ
て
い

る
。
故
に
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
て

か
は
不
明
な
の
で
あ
る
が
、「
フ
ロ
ラ
イ

ン
．
ド
ク
タ
ー
．
プ
リ
ル
」
と
は
未
婚
の

女
性
プ
リ
ル（Prill

）博
士
と
い
う
意
味
で

あ
る
か
ら
、
先
に
言
及
し
た
「
プ
リ
ル
ー

教
授
」
の
「
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
入
っ
て
後

に
ド
ク
タ
ー
の
学
位
を
と
っ
た
」
二
人
の

「
娘
さ
ん
達
」⓴
の
一
人
で
あ
る
と
判
断
し

て
、
大
過
あ
る
ま
い
。
ま
た
、「
フ
ラ
ウ
．

ク
ラ
ラ
．
ウ
イ
ル
デ
氏
」
と
は
既
婚
女
性

の
ク
ラ
ラ
・
ウ
イ
ル
デ
さ
ん
と
い
う
意
味

で
あ
る
か
ら
、「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」

で
言
及
さ
れ
て
い
る
下
宿
の
、「
フ
ラ
ン
ス

語
も
英
語
も
話
せ
る
相
当
の
イ
ン
テ
リ
で

あ
っ
た
」
ウ
イ
ル
デ
家
の
「
奥
さ
ん
」㉑
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
書
の
脱
稿
時
や
場
所
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

千
九
百
二
十
七
年
の
春

　

獨
逸
ベ
ル
リ
ン
．
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ヒ
街
の

　
　
　
　
　
　

假
の
宿
に
て　

し
る
す

　
「
獨
逸
ベ
ル
リ
ン
．
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ヒ

写
真
③
同
書
の
「
扉
」

写
真
④
同
書
の
「
奥
付
」　

写
真
⑤
同
書
の
「
は
し
が
き
」　
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二
月
中
に
帰
国
す
る
に
は
、
遅
く
と
も
ベ

ル
リ
ン
を
同
月
十
四
日
迄
に
発
た
ね
ば
な

ら
な
い
。
従
っ
て
、
世
耕
弘
一
先
生
は

一
九
二
七
年
二
月
の
後
半
に
足
掛
け
五
年

ぶ
り
に
帰
国
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

尚
、
日
本
に
於
け
る
出
入
国
業
務
に
関
す

る
当
時
の
現
場
の
記
録
は
、
一
般
的
に
は

定
め
ら
れ
た
保
存
期
間
終
了
後
に
廃
棄
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
の
で
、
先
生
の
正
確
な

帰
国
年
月
日
等
の
確
定
は
先
生
の
旅
券
の

発
見
を
待
つ
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
本
書
が
脱
稿
し
て
、
世
耕

弘
一
先
生
が
「
は
し
が
き
」
を
書
か
れ
た

の
は
、
一
九
二
七
年
二
月
四
日
か
ら
同
月

十
三
日
位
の
間
で
あ
る
か
ら
、「

別
宴
」

の
ス
ピ
ー
チ
で
留
学
の
目
標
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
「
語
學
」
の
研
究
が
、
本
書
の
草

稿
と
し
て
、
結
実
し
た
の
は
、
時

ち
て

留
学
の
終
わ
る
直
前
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

注

１　

桜
門
文
化
人
ク
ラ
ブ
編
『
日
本
大
学

七
十
年
の
人
と
歴
史
』
第
二
巻
（
洋
洋

社　

昭
和
三
十
六
年
）
十
二
頁
。
以
下
、

本
書
は
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴

史
』
と
略
称
す
る
。

２　

朝
日
新
聞
本
社
社
史
編
修
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
）
所
蔵
。

３　

柳
下
宙
子「
戦
前
期
の
旅
券
の
変
遷
」

（
外
務
省
外
交
史
料
館
『
外
交
史
料
館

報
』
第
十
二
巻　

平
成
十
年
）
四
十
頁
。

４　

外
務
省
記
録
三
門
八
類
五
綱
八
号

「
海
外
旅
券
下
付
表
」
外
務
省
外
交
史

料
館
所
蔵
。

５　

大
正
十
二
年
八
月
十
三
日
付
『
日
大

新
聞　

第
三
十
三
號
』
日
本
大
学
総
合

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

６　

長
田
源
一
編
輯
兼
發
行
『
東
京

横
濱

職
業

別
電
話
名
簿
』
大
正
十
一
年
版
（
日
本

商
工
通
信
社　

大
正
十
一
年
）
東
京
之

部
一
三
〇
四
頁
。

７　
『
自
由
國
民
』
第
七
号
（
時
局
月
報

社　

昭
和
二
十
二
年
）
十
四
頁
。

８　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

第
二
巻
十
三

−

十
四
頁
。

９　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

第
二
巻
十
四
頁
。

10　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
六
巻
第
六

号（
日
本
法
政
学
會
發
行　

大
正
八
年
）

七
十
八
頁
。
以
下
、
本
誌
は
『
日
本
法

政
新
誌
』
と
略
称
す
る
。

11　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
六
巻
第

十
一
号
（
大
正
八
年
）
九
十
六
頁
。

12　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
七
巻
第
十

号
（
大
正
九
年
）
九
十
九
頁
。

13　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
七
巻
第

十
一
号
（
大
正
九
年
）
七
十
四
頁
。

14　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
七
巻
第

十
二
号
（
大
正
九
年
）
一
二
五
頁
。

15　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
八
巻
第
四

号
（
大
正
十
年
）
一
一
七
頁
。

16　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
八
巻
第
四

号
（
大
正
十
年
）
一
一
八
頁
。

17　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
八
巻
第
六

号
（
大
正
十
年
）
九
十
七
頁
。

18　
『
日
本
法
政
新
誌
』
第
十
八
巻
第

十
二
号
（
大
正
十
年
）
一
七
七
頁
。

19　

山
口
英
二
郎
編
集
兼
發
行
『
政
友
會

總
覧
』（
政
友
會
総
覧
編
纂
所　

昭
和

七
年
）
六
十
一
頁
。

20　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

第
二
巻
十
二
頁
。
往
時
の
ド
イ
ツ
語

で
は
未
婚
女
性
はFräulein

、
既
婚
女

性
はFrau

と
区
別
さ
れ
、
現
在
で
は

Frau

に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
原
典

を
尊
重
し
て
、
原
文
通
り
に
し
た
。

21　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

第
二
巻
十
五
頁
。

22　
『
日
本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』

第
二
巻
十
四
頁
。

23　

八
木
彩
霞
著
『
彩
筆
を
揮
て
欧
亜
を

縦
横
に
』（
文
化
書
房　

昭
和
五
年
）

四
七
一
頁
、
四
七
六
頁
。
昭
和
四
年
七

月
に
鉄
道
省
運
輸
局
が
発
行
し
た
『
西

伯
利
經
由
歐
州
案
内
』（
一
頁
）
に
よ

れ
ば
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
す
る
と

日
本
の
「
内
地
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要

都
市
間
は
十
四

−

十
五
日
で
済
み
、
一

等
車
の
場
合
の
運
賃
は
六
〇
〇
円
前
後

で
あ
っ
た
（
和
田
博
文
編
『
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
』〔
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン

都
市
文
化
』
第
八
十
一
巻　

ゆ
ま
に
書

房　

平
成
二
十
四
年
〕
収
録
）
。

追
記

　

今
回
の
原
稿
を
成
す
上
で
、
関
係
史
料

所
蔵
の
諸
機
関
に
御
高
配
頂
い
た
こ
と
を

こ
こ
に
記
し
て
、
深
謝
し
た
い
。

　

原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の
表

現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

自
校
学
習
の
取
り
組
み
事
例
報
告

　

−

国
際
学
部

　
　
　

平
成
二
十
八
年
度
の
場
合

−

国
際
学
部
准
教
授

建
学
史
料
室
研
究
員　

酒
勾　

康
裕

　

報
告
者
は
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
近
畿
大
学
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
と
校

史
関
係
史
資
料
の
収
集
・
整
理
に
関
す
る

調
査
・
研
究
」（
第
一
期
、
第
二
期
）
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
各
地
の
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
で
の
訪
問
調
査
を
通
じ
、
史
資
料

の
収
集
、分
類
、整
理
、展
示
な
ど
の
様
々

な
取
り
組
み
事
例
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

訪
問
調
査
時
、
い
く
つ
か
の
機
関
に
お

い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
と
教
育
の
連
携

実
践
例
と
し
て
、
研
究
成
果
を
自
校
史
教

育
や
自
校
学
習
へ
活
用
す
る
事
例
の
紹
介

も
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
学
生
が
共
通

開
講
科
目
と
し
て
大
学
の
歴
史
が
学
べ
る

よ
う
、
教
員
が
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
講
義

を
担
当
し
た
り
、
創
立
者
の
こ
と
ば
を
集

め
た
冊
子
を
自
校
史
教
育
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
使
用
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
学
に
お
い

て
も
新
入
生
に
『
炎
の
人
生
』
を
配
布
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
本
事
例

報
告
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
国
際
学
部

に
お
け
る
自
校
学
習
の
取
り
組
み
を
報
告

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
に
本
学
十
四
番
目

の
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
国
際
学
部

は
、
未
来
志
向
の
「
実
学
教
育
と
人
格
の

陶
冶
」
と
い
う
本
学
の
建
学
の
精
神
を
人

材
養
成
の
礎
と
し
た
上
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
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化
と
い
う
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
社
会

の
転
換
期
を
生
き
抜
き
、
積
極
的
に
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
参
画
す
る
た
め
の
知
識

と
教
養
の
吸
収
を
目
的
と
し
た
教
育
を
行

（
国
際
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
う
学

部
で
あ
る
。
特
に
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
の
語
学
力
を
早
期
に
習
得
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
学
生
全
員
が
一
年
次
後
期
よ

り
二
年
次
前
期
に
か
け
て
留
学
を
必
修
と

し
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
近
大
生
と
し
て
入
学
し
、
半
年
後

に
は
留
学
生
活
が
始
ま
り
、
近
畿
大
学
で

の
学
生
生
活
に
十
分
慣
れ
る
前
に
留
学
生

活
が
始
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
学
生
は
留
学
前
の
準
備
と
し
て
語
学

学
習
を
行
う
と
同
時
に
、
国
際
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
行
わ
れ
る
留
学
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
さ
ら
に
は
近
大
生
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
な
が
ら
留
学
準
備
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
留
学
中

に
は
世
界
各
地
か
ら
の
留
学
生
や
、
留
学

先
大
学
の
学
生
と
の
交
流
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
交
流
の
中
に

は
お
互
い
の
国
や
文
化
な
ど
の
紹
介
の
ほ

か
、
在
籍
大
学
を
紹
介
す
る
機
会
が
あ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
国
際
学
部
で
は
基
礎
ゼ
ミ
の

時
間
に
自
校
学
習
を
留
学
準
備
の
一
環

と
し
て
取
り
入
れ
、「
近
畿
大
学
を
知
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
合
計
二
回
（
前

期
第
二
週
と
第
三
週
）
の
授
業
を
行
っ

た
。
国
際
学
部
の
基
礎
ゼ
ミ
で
は
学
生
に

『
基
礎
ゼ
ミ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
写
真
参

照
）
を
配
布
し
、
各
回
定
め
ら
れ
た
課
題

を
も
と
に
事
前
学
習
を
行
い
、
授
業
中
に

は
主
に
学
生
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
内
容
確
認
や
発
展
学
習
を
行
っ
た
。
全

二
回
の
う
ち
、
一
回
目
は
近
畿
大
学
の
創

設
者
や
歴
史
、
建
学
の
精
神
、
教
育
の
目

的
、
大
学
の
規
模
な
ど
の
調
査
を
事
前
学

習
と
し
て
行
い
、授
業
中
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
近

畿
大
学
の
あ
ゆ
み
・
発
展
史
』
の
視
聴

も
行
い
な
が
ら
、
事
前
学
習
内
容
の
確
認

を
し
た
。
ま
た
、『
炎
の
人
生
』
を
配
布

し
、
感
想
文
を
Ａ
４
用
紙
二
枚
に
ま
と
め
、

翌
々
週
に
提
出
す
る
課
題
を
与
え
た
。
二

回
目
は
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
主

な
施
設
（
英
語
村
、
語
学
セ
ン
タ
ー
、
Ｋ

Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
、
中
央
図
書
館
、
不
倒
館
な
ど
）

の
調
査
、
場
合
に
よ
っ
て
は
学
生
が
こ
れ

ら
施
設
の
訪
問
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
合

計
二
回
の
学
習
を
通
じ
た
一
つ
の
ま
と
め

と
し
て
、「
留
学
中
に
現
地
の
人
に
近
畿

大
学
を
紹
介
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の
点
を

最
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
か
」
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
内
で
話
し
合
う
機
会
を
設
け
た
。

　

今
年
度
は
国
際
学
部
発
足
に
向
け
た
準

備
段
階
よ
り
、
多
く
の
担
当
教
職
員
が

『
基
礎
ゼ
ミ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
制
作
に

携
わ
っ
て
き
た
。
合
計
二
回
の
「
近
畿
大

学
を
知
る
」
取
り
組
み
が
、
現
在
留
学
中

の
学
生
に
ど
の
よ
う
な
意
識
づ
け
が
な
さ

れ
、
ま
た
実
際
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
、

今
後
、
学
生
の
帰
国
後
に
確
認
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
際
に
授
業
を
担
当

し
た
教
員
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
学
部
内
の
教
務
委
員
を
中
心
に
次
年

度
は
改
訂
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

自
校
学
習
を
基
礎
ゼ
ミ
の
時
間
に
行
う

こ
と
は
多
く
の
学
部
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
、
国
際
学
部
に
お
い
て

も
学
習
内
容
は
共
通
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
自
校
学
習
の
内
容
を
留
学

先
に
て
い
か
に
発
信
す
る
か
を
考
え
る
こ

と
は
、
学
部
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
取
り
組

み
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、『
炎
の
人
生
』
の
感
想
文
の

う
ち
、
報
告
者
が
担
当
し
た
基
礎
ゼ
ミ
の

学
生
の
承
諾
の
も
と
、
留
学
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
文
章
の
一
部
を

紹
介
し
た
い
。
こ
こ
に
は
、
約
百
年
前
と

現
代
に
お
け
る
留
学
に
対
す
る
捉
え
方
の

違
い
と
共
通
点
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
お

り
、
大
変
興
味
深
い
。

１　

ま
ず
何
よ
り
も
世
耕
弘
一
先
生
の
学

び
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
印
象
的
で
し

た
。
学
生
が
海
外
留
学
す
る
の
も
そ
れ

ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
し
、
私
も
両
親
に
高
い
費
用
を

払
っ
て
も
ら
っ
て
一
年
間
も
自
分
が

ず
っ
と
行
き
た
か
っ
た
国
に
留
学
で
き

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
て
、
と
て
も
幸

せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
留
学
中
に
は
苦
労
す
る
こ
と
も
嫌

に
な
る
こ
と
も
、
日
本
に
い
る
の
と
比

べ
て
多
い
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
の
一
年
間

を
一
瞬
で
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
い

ろ
ん
な
経
験
を
し
て
、
勉
学
に
励
み
、

一
生
懸
命
過
ご
す
こ
と
が
一
番
の
親
孝

行
だ
と
、
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
苦

労
に
苦
労
を
重
ね
て
留
学
し
た
世
耕
弘

一
先
生
の
経
験
を
知
っ
て
改
め
て
、
実

感
し
ま
し
た
。

２　

学
べ
る
よ
う
に
支
援
し
て
く
れ
る
家

族
に
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
学
ぶ
こ
と
が
普
通
に
な
っ
た
現
代

に
生
き
て
い
る
と
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

何
か
を
学
習
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
私
は
韓

国
へ
の
留
学
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
昔

に
比
べ
て
は
る
か
に
自
分
の
学
び
た
い

学
問
が
勉
強
で
き
、
全
員
が
留
学
で
き

る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
ま
す

が
、
そ
の
環
境
に
甘
え
る
こ
と
な
く
探

求
心
と
積
極
性
を
失
わ
ず
に
や
り
遂
げ

た
い
で
す
。

３　

当
時
、
主
任
教
授
が
世
耕
弘
一
先
生

に
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
本
に
も
書
い

て
あ
る
通
り
、
私
も
目
か
ら
う
ろ
こ
の

助
言
で
し
た
。「
講
義
を
、
聴
い
て
も

よ
く
分
か
る
ま
い
、
本
も
た
く
さ
ん
読

め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
ド

イ
ツ
を
よ
く
見
て
お
く
こ
と
だ
。
そ
れ

に
は
ま
ず
語
学
、
ド
イ
ツ
語
さ
え
し
っ

か
り
や
っ
て
お
け
ば
、
帰
国
し
て
か
ら
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も
ド
イ
ツ
の
本
が
読
め
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
留
学
の
秘
訣
だ
」
と
い
う
ア
ド
バ

イ
ス
で
す
。
私
は
九
月
か
ら
韓
国
に
留

学
す
る
の
で
、
今
韓
国
語
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
留
学
中
は
語
学

を
ま
ず
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
は
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
語
学
の
こ

と
に
気
が
向
い
て
し
ま
っ
て
国
を
見
て

お
く
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し

た
。
講
義
の
内
容
は
帰
国
後
に
分
か
る

と
し
て
も
、
国
を
見
る
と
い
う
こ
と
は

留
学
中
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
実
際
知
ら
な
い
世
界
を
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
で
世
界
観
が
広
が
り
、
ま

た
視
野
が
広
が
り
、
よ
り
い
ろ
ん
な
考

え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
留
学
に
行

く
と
き
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
肝
に
銘

じ
な
が
ら
留
学
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

４　

世
耕
弘
一
先
生
は
留
学
に
よ
っ
て
異

国
か
ら
日
本
を
な
が
め
る
経
験
を
し
た

こ
と
で
今
ま
で
と
は
違
っ
た
価
値
観
を

持
っ
て
、
世
耕
弘
一
先
生
に
し
か
思
い

つ
か
な
い
大
胆
な
発
想
を
し
た
り
、
世

界
を
見
据
え
た
発
想
を
し
て
い
た
の
だ

と
思
う
の
で
、
私
も
留
学
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
通
し
て
様
々
な
価
値
観
を

持
っ
た
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

寄　

贈　

紹　

介

 
世
耕
弘
一
先
生
直
筆

　
「
近
畿
大
學
詩
吟
部
」の
幟（
の
ぼ
り
）旗

　

近
畿
大
学
文
化
会
詩
吟
部
の
の
ぼ
り

旗
（
段
平
）
が
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月

二
十
二
日
、
近
畿
大
学
文
化
会
総
務
か
ら

学
生
部
を
通
し
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
耕
弘
一
先
生
の
直
筆
が
染
め
抜

か
れ
た
「
近
畿
大
學
詩
吟
部
」
と
書
か

れ
た
エ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
旗
は
、
縦
約

三
百
四
十
七
セ
ン
チ
、
横
約
六
十
六
セ
ン

チ
で
、
フ
リ
ン
ジ
と
縁
取
り
は
金
色
で
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
「
吟
部
」

の
二
文
字
は
長
年
の
風
雪
に
耐
え
ら
れ

ず
、
ほ
こ
ろ
び
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、

弘
一
先
生
の
筆
致
は
鮮
明
で
す
。

　

校
友
の
今
井
敏
彦
氏
（
昭
和
四
十
三
年

商
経
学
部
卒
）
に
よ
る
と
、
初
代
の
の
ぼ

り
旗
は
、
昭
和
三
十
八
年
二
月
一
日
、
総

長
室
で
弘
一
先
生
に
書
い
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
、
全
国
で
大
学
詩
吟
部
の
活
動
が

盛
ん
だ
っ
た
当
時
、
各
大
学
が
競
っ
て
の

ぼ
り
旗
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
直
筆
文
字

は
珍
し
く
、
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

長
年
、
詩
吟
部
と
共
に
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
が
、
特
に
の
ぼ
り
旗
下
部
分
の

傷
み
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
や
、
創
立

六
十
五
周
年
に
学
園
章
と
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
平
成

八
年
、
新
調
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
の
の
ぼ

り
旗
は
、
そ
の
後
も
大
切
に
保
管
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
寄
贈
に
至
り
ま
し
た
。

　

詩
吟
部
は
、
昭
和
二
十
九
年
創
部
以

来
、
六
十
余
年
に
わ
た
り
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
は
部
員
が
い
な
い
た
め
、

一
時
休
部
し
て
い
ま
す
。

　

不
倒
館
を
訪
れ
た
方
々

　

文
芸
学
部
芸
術
学
科
造
形
芸
術
専
攻
の

三
年
生
と
四
年
生
合
わ
せ
て
十
一
人
が
、

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日
、
岩
岡
浩
二

教
授
と
と
も
に
、
不
倒
館
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

岩
岡
教
授
は
、不
倒
館
に
展
示
中
の「
世

耕
弘
一
先
生
肖
像
画
」「
世
耕
政
隆
先
生

肖
像
画
」
の
作
者
で
、
毎
年
、
ゼ
ミ
生
を

不
倒
館
に
ご
案
内
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
岡
ゼ
ミ
ご
一
行
は
こ
の
日
、
中
央
図

書
館
で
開
催
中
の
「
第
二
十
三
回 

貴
重

書
展
」
を
見
学
し
、
不
倒
館
で
近
畿
大
学

の
歴
史
と
弘
一
先
生
の
生
涯
に
触
れ
た

後
、
西
門
前
の
世
耕
弘
一
先
生
の
銅
像

文芸学部芸術学科造形芸術専攻  岩岡ゼミ３年生と４年生の皆さん

寄
贈
さ
れ
た
世
耕
弘
一
先
生
直
筆
の

詩
吟
部
の
ぼ
り
旗「
近
畿
大
學
詩
吟
部
」の
一
部
。

平
成
八
年
に
新
調
さ
れ
た
の
ぼ
り
旗

　

現
在
の
学
園
章
と
近
大
ブ
ル
ー
に
変
わ
る
も
、
弘
一
先
生
直
筆
の
「
近
畿
大
學

　

詩
吟
部
」
が
見
事
に
再
現
。
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と
、
そ
の
傍
ら
に
あ
る
別
館
の
石
板
（
本

誌
二
十
二
号
十
四
頁
『
ご
存
じ
で
す
か

−

「
別
館
」
の
名
残

−

』
で
紹
介
）
を
巡
ら

れ
ま
し
た
。

　

岩
岡
教
授
は
、「
不
倒
館
が
、
西
門
と

世
耕
弘
一
先
生
銅
像
の
近
く
に
移
設
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
り
、
よ
か
っ
た

で
す
。
よ
り
多
く
の
学
生
や
教
職
員
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。◇

　

翌
日
の
十
一
日
は
、
文
芸
学
部
芸
術
学

科
造
形
芸
術
専
攻
の
一
年
生
二
十
人
が
安

起
瑩
教
授
、
和
田
里
花
講
師
と
共
に
、
不

倒
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

安
教
授
も
毎
年
、
ゼ
ミ
生
と
不
倒
館
を

訪
れ
、「
ゼ
ミ
授
業
の
理
論
や
制
作
だ
け

で
な
く
、
本
学
の
文
化
や
歴
史
的
施
設
を

体
験
し
、
知
識
を
得
る
こ
と
も
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
に
な
り
ま

す
。
不
倒
館
の
展
示
は
デ
ザ
イ
ン
側
面
で

も
参
考
に
な
り
、
何
よ
り
、
岩
岡
先
生
の

描
か
れ
た
肖
像
画
が
あ
る
こ
と
も
造
形
専

攻
学
生
に
は
大
き
な
意
味
合
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。こ
れ
も
あ
る
意
味
、ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
ね
」
と
語
ら
れ
ま
す
。

安
教
授
の
願
い
ど
お
り
、
学
生
た
ち
は
岩

岡
教
授
の
肖
像
画
に
興
味
津
々
で
、
不
倒

館
に
親
近
感
が
湧
い
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
人
力
車
で
の
撮
影
は
よ
い
記
念
に
な

り
、
毎
年
好
評
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

◇

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
、
本
学

文
化
会
詩
吟
部
校
友
の
今
井
敏
彦
氏
（
昭

和
四
十
三
年
商
経
学
部
卒
）、
松
本
孝
則

氏
（
昭
和
四
十
四
年
商
経
学
部
卒
）、
中

島
秀
清
氏（
昭
和
四
十
九
年
理
工
学
部
卒
）

が
、
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
文
化
会
総
務
か
ら
学
生
部

を
通
し
て
寄
贈
さ
れ
た
世
耕
弘
一
先
生
直

筆
の
「
近
畿
大
學
詩
吟
部
」
の
の
ぼ
り
旗

を
ご
覧
い
た
だ
い
た
後
、
不
倒
館
を
ご
案

内
。

　

三
氏
は
、「
こ
の
よ
う
な
立
派
な
記
念

室
が
、
母
校
に
設
置
さ
れ
て
う
れ
し
い
で

す
」
と
在
学
当
時
に
思
い
を
馳
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
井
氏
か
ら
は
、「
近
畿
大
學
詩
吟
部
」

の
の
ぼ
り
旗
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

詩
吟
部
活
動
当
時
の
写
真
等
、
資
料
を
多

数
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

<

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
「
近
畿
大
學
詩
吟

部
」
の
の
ぼ
り
旗
は
、
本
誌
十
三
頁
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。>

不
倒
館
入
館
者
数
の
報
告

　

平
成
二
十
一
年
九
月
に
開
設
以
来
の

不
倒
館
入
館
者
数
を
年
度
別
で
報
告
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度　
　
　

一
九
五
一
人

平
成
二
十
二
年
度　
　
　

二
四
四
六
人

平
成
二
十
三
年
度　
　
　

二
五
七
九
人

平
成
二
十
四
年
度　
　
　

二
九
七
一
人

平
成
二
十
五
年
度　
　
　

四
一
七
二
人

平
成
二
十
六
年
度　
　
　

三
四
八
八
人

平
成
二
十
七
年
度　
　
　

三
〇
六
〇
人

平
成
二
十
八
年
度　
　
　

一
六
九
四
人

（
平
成
二
十
九
年
二
月
末
現
在
）

総
数　
　

二
二
九
六
八
人
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